
 

 

 

 

 

 

平成 25 年度大阪府公立高等学校入学者選抜学力検査 
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平成25年度府立高等学校（後期入学者選抜全日制の課程）合格者の学力実態調査 

 

 

１ 調査目的 

  本調査は，府立高等学校入学者の学力の実態を把握し，府立高等学校における教科指 

導の充実を図るとともに，中学校における教科指導及び進路指導の一助となる基礎資料 

を得ることを目的としています。 

 

２ 調査内容 

 (1) 本年度の府立高等学校後期入学者選抜全日制の課程普通科及び普通科総合選択制の 

合格者を母集団とする無作為抽出標本調査としました。母集団を調査書中の各評定に

学校選択の倍率をかけて算出した合計により５段階に層化し，各層より標本を抽出し

ました。標本数は700としました。 

 (2) 学力検査実施教科である国語，社会，数学，理科，英語の全問題の各得点と一部問 

題の解答状況を調査しました。調査結果については以下の項目にまとめました。 

  ・各問題の配点に対する平均得点の割合（以下「得点率」という。） 

  ・各問題（数学・英語については共通問題のみ）における調査書中の評定の段階別得 

点率 

  ・各問題において解答が記載されていないものの割合（以下「無答率」という。） 

  ・一部問題の解答状況の分析等 

 

３ その他 

  平成25年度大阪府公立高等学校後期入学者選抜の問題等は，下記のwebページに平成 

26年３月まで掲載しています。 

 ・大阪府教育委員会事務局 教育振興室高等学校課 学事グループ 

（ http://www.pref.osaka.jp//kotogakko/gakuji-g3/h25_gakken.html）  

 

〈参考〉 

  公立高等学校（後期入学者選抜全日制の課程）合格者の教科別平均点 

選抜年度 国 語 社 会 数学Ａ 数学Ｂ 理 科 英語Ａ 英語Ｂ 

平成25年度 55.5 62.5 40.4 52.8 48.4 48.9 72.3 

平成24年度 51.3 63.1 37.4 43.6 48.8 47.5 61.4 

平成23年度 63.1 55.0 36.4 43.6 55.3 53.9 73.0 
 
  ※平均点は，100点満点に換算した点となっています。 

※数学及び英語は,それぞれＡ，Ｂのうちからの学校選択となっています。  



 国　　語

全体   　評定段階別

１  漢字の読み  ㋐　躍り出た 87.9  0.7

一
 ㋑　箇所 86.4  0.7

 ㋒　頻繁 85.0  3.9

読解 ２  ａ　内容把握（抜き出し） 40.7  5.0

読解  ｂ　内容把握（抜き出し） 43.6  8.1

読解 ３  適語補充（記号選択） 68.4  0.4

表現 ４  内容把握と表現（記述） 29.3 11.3

読解 ５  内容把握（記号選択） 66.0  0.4

読解 ６  Ⅰ　内容把握（抜き出し） 73.1  1.3

読解  Ⅱ　内容把握（記号選択） 50.1  1.1

 漢字の書き取り  ⑴　計画 87.4  6.0

二
 ⑵　駅 91.9  1.7

 ⑶　幸福 77.3  2.9

 ⑷　順序 74.4  5.0

 ⑸　窓 89.1  3.7

 ⑹　忠告 53.3  4.7

読解 １  語句の解釈（記号選択） 48.9  0.4

読解
三

２  歴史的かなづかいの理解 67.6  4.6

読解 ３  語句の解釈（記号選択） 66.3  0.6

表現 ４  内容把握と表現（記述）  5.8 26.9

１  漢字の読み  ㋐　覆われて 96.1  1.0

四
 ㋑　濃淡 82.0  1.4

 ㋒　簡素 93.9  0.7

読解 ２  適語補充（抜き出し） 92.6  2.0

読解 ３  語句の意味（記号選択） 87.0  0.9

読解 ４  ⓐ　適語補充（抜き出し） 48.7  2.0

表現  ⓑ　適語補充（記述）  9.3 10.4

表現 ５  内容把握と表現（記述） 52.8 12.9

作文 五 51.5  1.4

語彙

無答率
（％）

得　　点　　率　　（％）

 「かけがえのないものと，それを
 選んだ理由」

内　　容問題番号
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［ねらい］ 

中学校修了までに学習する基礎的・基本的な事項を問うとともに，学習指導要領の趣旨に沿って，理解力・思

考力・表現力を問いました。また，作文は受検者の個性豊かなとらえ方や多様な発想が反映できるものにすると

ともに，条件を付けることによって，論理的に自分の考えを表現する力をみることができるように工夫しました。 

 

［概 評］ 

全体としては，次のような傾向がみられます。 

・文章を記述する問題においては，設問の意図を正しく読み取る力と，求められている内容を適切に表現する

力が必要です。これらの力が不足しているため，問題に対して答えるべき内容が的確にとらえられていない

解答や，必要な内容が欠けている解答がみられます。本文に書かれている内容を正しく理解した上で，本文

から必要な情報を取り出し，与えられた条件にしたがって的確に表現することが大切です。 

・古文分野において，内容把握に関する記述問題は低い得点率になっています。本文の構成や展開を正確にと

らえ，書かれている内容を正しく理解することができるよう，古典への関心を深め，古文を理解する基礎を

身に付けることが大切です。 

・作文や文章を記述する問題において，漢字や語句を適切に用いる力が不足していると考えられる解答がみら

れます。文意の通らない解答も多くみられます。文章を書くときには，漢字や語句の知識を活用することと

ともに，書いた文章を読み返し，読みやすく分かりやすい文章にすることが大切です。 

以上のことから，言語事項に関する基礎的な知識を身に付けるとともに，文章の展開を正確にとらえて理解す

る力，問われていることの内容を理解する力，読み取った内容をまとめて適切に表現する力を身に付けることが

重要です。国語力は，日常生活の中でも培われていくものです。普段からさまざまな文章に親しむとともに，文

章を書くときには適切に表現することを心掛けることが大切です。 

 

［解答状況の分析等］ 

〔一について〕 

普通の文章表現とは違う詩の表現と魅力について述べられた文章を素材とした問題です。４ は本文の内容を読

み取った上で，必要な内容を条件にしたがってまとめる問題です。答えるべき内容が詩全体から的確にとらえら

れていない解答が多く，得点率は 29.3％ となっています。設問の意図を正しく読み取り，求められている内容を

適切に表現する力を身に付けることが大切です。 

〔二について〕 

漢字の書き取り問題です。おおむね高い得点率ではあるものの，⑹ は得点率が 53.3％ と書き取り問題の中で

は最も低く，「忠」を「注」としている誤答が全体の 37.4％ ありました。⑶ の「福」，⑷ の「序」を正確に書け

ていない解答も多くみられました。点画の一つ一つに注意するとともに，同音の漢字や形の似た漢字を文や文章

の中で適切に用いる力を身に付けることが大切です。 

〔三について〕 

もろこしが原という場所であるのにやまとなでしこという名の花が咲いているということを興じる場面を描

いた文章（古文）を素材とした問題です。４ は本文の内容のおもしろさについてまとめる問題です。得点率は 5.8％ 

とすべての問題の中で最も低く，無答率は 26.9％ とすべての問題の中で最も高くなっています。「夏に咲く花で

あるやまとなでしこが秋の終わりにも咲いている」など，本文の趣旨を正しく読み取れていない解答が多くみら

れました。書かれている内容や問われている事柄を正しく把握しながら読むことができるよう，日ごろから古典

の世界に親しむことが大切です。 

〔四について〕 

自然の中の生活で感じる胸のときめきについて述べられた文章を素材とした問題です。４ⓐ は本文中の比喩表

現を抜き出す問題で，得点率は 48.7％ となっています。ⓑ はⓐ の比喩表現の効果を説明する問題です。得点率

は 9.3％ と低く，無答率は 10.4％ となっています。５ は本文中に述べられている場面について，与えられた条件

にしたがってまとめる問題です。得点率は 52.8％，無答率は 12.9％ となっています。文章の展開に即して内容

をとらえ，目的や必要に応じて要約する力を身に付けることが大切です。 

〔五について〕 

「かけがえのないもの」と思うものを一つ考え，それを選んだ理由をあわせて述べる問題です。無答率は低く，

総じて「書く」ことへの意欲はあると考えられます。「かけがえのないもの」として「家族」「友人」などを選ん

だ解答が全体の 75％ 以上ありました。表記の面では，誤字，脱字や原稿用紙の使い方の誤りがみられます。正し

い表記を心掛けることが大切です。 







 社　　会

全体   　評定段階別

⑴ ①  8世紀の日本のようす（記号選択） 62.1  0.4

１
②  瀬戸内の気候（記号選択） 62.7  0.6

③  12～13世紀の日本のようす（記号選択） 53.1  0.4

⑵ ①  歌川（安藤）広重（記号選択） 67.9  0.6

②  ⒜地形図の縮尺と実際の距離（記号選択） 73.6  0.7

 ⒝地形図の読み取り（記号選択） 64.3  0.4

③  参勤交代 70.7  8.0

④  徳川吉宗 69.4  3.7

⑤  オランダ 77.7  3.3

⑶ ①  19世紀後半の日本のようす（並べ替え） 59.7  0.7

②  (ⅰ)銅 56.2  5.1

 (ⅱ)チリ 62.2  5.7

③   a デフレーション（記号選択） 87.7  0.6

  b 金融政策（記号選択） 65.6  0.6

⑴ 89.4  0.7

２
⑵ ①  ドイツ，地図上の位置（記号選択） 73.0  1.7

②  ⒜国会の権限（記号選択） 39.6  0.7

 ⒝選挙制度（正誤判定） 56.4  1.9

③  安全保障理事会 47.9 11.0

⑶ ①  ⒜社会保険 47.0 14.7

 ⒝ワイマール憲法（記号選択） 73.1  1.0

 ⒞生存権 71.2  3.6

②  1970年代のできごと（記号選択） 72.9  0.9

⑷ ①  累進課税（正誤判定） 55.2  3.9

②   a 国債残高（記号選択） 51.4  3.4

  b 国債残高と歳入（記述） 46.0 19.1
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［ねらい］ 

 大問は２問構成とし，それぞれのテーマに関連付けながら，学習すべき内容を総合的に問えるよう，地理

的分野，歴史的分野，公民的分野の融合を図りました。テーマにかかわる事象について，多面的・多角的に

考察することができるようにしました。資料をもとにした問題では，目的に応じて必要な情報を取り出す力

や，その情報と知識を結び付けて考察する力，考察した内容を適切に表現する力を問いました。 

 

［概 評］ 

基礎的な事項に関する問題は，地理的分野の２⑴，公民的分野の１⑶③ⓐにおいて得点率が高くなってい

ます。用語などを記述する問題は，公民的分野の２⑵③，２⑶①⒜において無答率が高くなっています。公

民的分野の２⑵②⒝，２⑷①は，正誤を判定し，誤っている語を正しい語に直して書く問題です。評定段階

別得点率に大きな差が出ています。教科書に記載されている用語の意味や内容を正しく理解するとともに，

正確に書くことができるようにすることが大切です。歴史的分野の１⑴③は各時代の日本のようすについて

答える問題で，１⑶①は歴史的事象を年代順に並べ替える問題です。他の問題に比べ得点率が低くなってい

ます。学習した内容を活用して時代を大観し，各時代の特色をとらえることが大切です。 

 

［解答状況の分析等］ 

〔知識・理解をみる問題について〕 

 ２⑵①は，問題文の内容からＡ国の国

名を判断して答えるとともに，その位置

を答える問題です。Ａ国を「ドイツ」と

している解答は全体の 77.9％ありまし

たが，Ａ国の国名を「ドイツ」と判断し，

国名と位置がともに正答となっている解

答は全体の 64.7％でした。また，Ａ国を

「フランス」としその位置を「イ」とし

ている誤答が全体の 1.3％あり，Ａ国を

「イタリア」としその位置を「ウ」としている誤答が全体の 2.7％ありました。これらの解答は，「フランス」，

「イタリア」の位置はそれぞれ理解できていますが，Ａ国の国名の判断を誤っています。地理的分野，歴史

的分野，公民的分野の相互の関連付けを図り，社会的事象について多面的・多角的に考察することが大切で

す。また，国の位置や名称については，地図を有効に活用するなどして繰り返し学習する機会をもつことが

大切です。 

 ２⑵②⒜は，国会の権限についての記号選択問題で，

得点率は 39.6％とすべての問題の中で最も低くなって

います。「イ」としている誤答が全体の 34.9％ありまし

た。国会を中心とする日本の政治のしくみについて理解

し，議会制民主主義の意義について考察することが大切

です。 

 

〔資料活用の技能や思考力・判断力・表現力をみる問題について〕 

 ２⑷②ⓐは，歳入の内訳と歳出の内訳とを表したグラフから，与えられた条件をもとにして，国債残高が

減少する場合について考察する問題です。得点率は 51.4％となっています。資料から必要な情報を的確に読

み取り，学習した内容をもとにして考察することが大切です。 

 ２⑷②ⓑは，歳入の内訳のうち「公債金」と「租税」の二つの点から，「歳出の総額を変更しない」という

条件の下で国債残高が減少する場合について考察し，その内容について記述する問題です。得点率は 50％を

下回っており，無答率は 19.1％とすべての問題の中で最も高くなっています。問われている事項を的確に把

握して，要点をおさえて適切に表現する力を身に付けることが必要です。 

設問 正 答 誤  答  例 

２⑵ 
②⒜ 

ア 

（39.6％） 

「イ」を選択（34.9％） 
「ウ」を選択（14.6％） 
「エ」を選択（10.3％） 

（  ）は正答または誤答例の割合 

設問 正 答 誤  答  例 
ドイツ 

（77.9％） 

フランス（3.0％），イタリア（3.0％）， 
イギリス（3.0％），ロシア（ソ連）（2.3％）， 
スペイン（1.0％），その他（6.7％） 

２⑵ 
① 

ドイツ：ア 

（64.7％） 

・フランス：イ（1.3％） 

・イタリア：ウ（2.7％） 

・スペイン：エ（0.7％） 
（  ）は正答または誤答例の割合 







 数　　学

内　　容
無答率
(％)

⑴ ①  正の数・負の数 97.4  0.7

１
②  式の計算 96.9  1.4

③  式の計算 70.2  3.3

④  平方根の計算 91.7  2.1

⑵  式の展開 77.0  3.3

⑶  因数分解 90.2  4.0

⑷  文字式の利用（記号選択） 49.8  1.4

⑸  確率 52.4  2.9

⑹  関数 y ＝ a x2 のグラフ 80.2  6.7

⑺ ①  文字を使った式  7.6 16.7

②③  式の値 15.2 22.1

⑴ ①  作図 53.6 14.0

４
②  三角形の相似の証明(記述) 53.1 11.7

③  三角形の相似・三平方の定理の利用(記述) 19.4 34.5

⑵  線分の長さ・三平方の定理の利用  1.8 48.8

⑴  正の数・負の数 98.2  0.0

１
⑵  式の計算 95.7  0.0

⑶  平方根の計算・因数分解 73.9  0.7

⑷  空間図形(記号選択) 25.0  0.4

⑸  確率 36.4  4.3

⑹ ①  関数 y ＝ a x2 のグラフ・二次方程式 90.5  0.7

②  二次方程式の利用・平方根の計算(記述) 60.0 14.6

⑴ ①  線分の長さ・三平方の定理の利用 95.0  0.0

４
②  文字を使った式 72.9  2.1

⑵ ①  三角形の相似の証明(記述) 52.1  2.1

②   線分の長さ・三平方の定理の利用(記述) 16.8 25.7

③  三角形の相似の利用  1.4 46.1
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［ねらい］ 

 １では基礎・基本の理解を問い，２では三角柱を題材として，空間図形を的確に把握する力や図形の計量に関す

る力，数学的に推論し表現する力を問いました。３では，観覧車のゴンドラの動きを題材として，文字を用いて式

に表現する力，関数関係を見いだし表現し考察する力を問いました。４では，長方形を題材として，図形の計量に

関する力や論理的に考察して数学的に推論し表現する力を問いました。 

 

［ 概 評］  
 基礎的・基本的な内容に関する問題においては，基礎的な概念の理解や数学的に表現し処理する力について不十

分な点がみられます。数学的な見方や考え方を必要とする問題や論理的思考力・表現力が要求される問題では，得

点率が低く無答率が高くなっています。まず，問題文の内容を正確に理解する力を身に付けることが必要です。そ

の上で，問題を解決するに当たっては，単に答えを出すだけでなく，答えに到達するまでの過程を論理立てて確実

に表現することを大切にするとともに，そこで用いた考え方についてさらに振り返ってみる学習が必要です。 
 

［解答状況の分析等］ 

〔Ａ選択問題〕 

〈基礎的・基本的な内容に関する問題について〉 

１⑴③は，単項式の除法の問題です。得点率は 70.2％であり，「－2 a4 b」「－   b」としている誤答を合わせ

ると全体の 13.8％ありました。正の数・負の数の除法や，文字の累乗の計算の表し方をふまえて正確に計算する力

を身に付けることが大切です。 

１⑸は，与えられた条件をもとにして確率を求める問題です。得点率は 52.4％であり，｢  ｣としている誤答が

全体の 15.5％ありました。確率についての理解を深めるとともに問題文の内容を正確に把握することが大切です。 

１⑺①は，与えられた条件をもとにして数量の関係を文字を用いた式で表す問題です。得点率は 7.6％であり，

無答率は 16.7％です。Ａ選択問題の大問１の中で得点率が最も低くなっています。「mn」としている誤答が全体

の 30.0％ありました。文字を用いて数量の関係や法則などを式で表現したり，式の意味を読み取ったりして，文字

を用いた式に対する理解を深めることが大切です。 

 

 

 

1 
2 

1 
6 

全体   　評定段階別

⑴ ①  文字を使った式 85.4  5.6

２
②  立体の体積・二次方程式の利用 45.1 17.9

⑵ ①  三平方の定理の利用(記述) 31.2 34.3

②  立体の体積  0.4 67.6

⑴ ①  一次関数の表 73.8  3.0

３
②  一次関数の式 61.3 12.3

③  一次関数の利用 50.4  9.0

⑵  文字を使った式・等式の変形  0.7 59.6
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〈数学的な見方や考え方を必要とする問題や求め方を記述する問題について〉 

 ４は，長方形を題材とし，平面図形における線分の長さ等について考察する問題です。⑴②は，三角形の相似を

証明する問題です。得点率は 53.1％です。仮定と結論を明確にして論理的に説明する力が必要です。⑴③は，相似

比を用いて線分の長さを求めるとともに，その求め方を明確に表現する問題です。得点率は 19.4％であり，無答率

は 34.5％です。論理的に筋道を立てて正しく推論するとともに，その推論の過程を正しく表現することが大切です。

⑵は，三平方の定理等を用いて，線分の長さを求める問題です。得点率は 1.8％であり，無答率は 48.8％です。Ａ

選択問題の中で得点率が最も低く，無答率が最も高くなっています。図形の特徴を的確に把握し，見通しをもって

適切な補助線を引き，筋道を立てて事象を数理的に考察する力が必要です。 

 

〔Ｂ選択問題〕 

〈基礎的・基本的な内容に関する問題について〉 

 １⑷は，空間における直線と平面との位置関係について考察する問題です。得点率は 25.0％であり，「イ」とし

ている誤答が全体の 37.1％ありました。直線や平面がどのような位置関係にあるか，また，どのような交わり方を

するかを考察するとともに，空間についての豊かな感覚をはぐくむことが大切です。 
 １⑸は，与えられた条件をもとにして確率を求める問題です。得点率は 36.4％であり，｢  ｣としている誤答が

全体の 8.9％ありました。これは，最小公倍数の意味を十分に理解していないことによるものと考えられます。確

率についての理解を深めるとともに数の概念についての理解を深めることが大切です。 

 １⑹②は，関数のグラフ上の点について，与えられた条件をもとにして文字を用いて式に表現し二次方程式を解

くとともに，その求め方を明確に表現する問題です。得点率は 60.0％であり，無答率は 14.6％です。Ｂ選択問題の

大問１の中で無答率が最も高くなっています。関数 y  = ax 2 のグラフの特徴を十分に理解するとともに，与えられ

た条件を把握し，考察の過程を的確に表現することが大切です。 

 

〈数学的な見方や考え方を必要とする問題や求め方を記述する問題について〉 

 ４は，二つの長方形を題材とし，平面図形における線分の長さや四角形の面積について考察する問題です。⑵①

は，三角形の相似を証明する問題です。得点率は 52.1％であり，無答率は 2.1％です。仮定と結論を明確にして論

理的に説明する力が必要です。⑵②は，三平方の定理等を用いて，線分の長さを求める問題です。得点率は 16.8％

であり，無答率は 25.7％です。与えられた条件をもとにして，複数の図形の辺や線分の長さを数理的に考察する力

が必要です。⑵③は，三角形の相似等を利用して，四角形の面積を求める問題です。得点率は 1.4％であり，無答

率は 46.1％です。Ｂ選択問題の中で得点率が最も低く，無答率が最も高くなっています。「14」としている誤答が

全体の 26.8％ありました。平面図形の性質や条件を考察し，図形についての理解を深めるとともに，論理的な思考

力を身に付けることが大切です。 
 

〔共通問題〕 

 ２は，三角柱を題材として，空間図形における線分の長さや体積等について考察する問題です。⑵①は，三平方

の定理等を用いて，線分の長さを求める問題です。得点率は 31.2％であり，無答率は 34.3％です。与えられた条件

をもとにして，空間図形の必要な部分を平面上に表現し，その平面図形のもつ性質を的確に把握する力が必要です。

⑵②は，三角形の相似等を利用して，立体の体積を求める問題です。得点率は 0.4％であり，無答率は 67.6％です。

共通問題の中で得点率が最も低く，無答率が最も高くなっています。与えられた条件をもとにして，空間図形を的

確に把握するとともに，見通しをもって適切な補助線を引き，筋道を立てて事象を数理的に考察する力が必要です。 
 ３は，観覧車のゴンドラの動きを題材として，関数関係を見いだし考察する問題です。⑴①は関数関係を表す表

に当てはまる数を求める問題です。得点率は 73.8％です。⑴②は関数関係を表す式を求める問題，⑴③はその式を

利用する問題です。事象の中から二つの数量を取り出し，それらの間にある関係を的確に把握し，その関係を文字

を用いた式で表現する力を身に付けることが大切です。⑵は，与えられた条件をもとにして，関数関係を表す式を

求める問題です。得点率は 0.7％であり，無答率は 59.6％です。与えられた条件を正確に把握し，文字を用いて的

確に表現する力を身に付けることが大切です。 
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 理　　科

全体   　評定段階別

⑴ ①  動物の器官のはたらき(語句選択） 63.4  0.9

１
②  動物の器官のなりたち 29.0 12.1

⑵ ①  赤血球のはたらき 70.4  6.6

②  細胞に酸素を運ぶしくみ(記号選択） 80.9  0.6

⑶ ①②  セキツイ動物の変遷(記号選択） 68.9  0.6

⑷  相同器官 60.7 14.9

⑴  重力とつり合う力の大きさ 63.4  5.9

２
⑵ ①  ２力のつり合いの条件(記述） 61.7  7.0

②③  おもりにはたらく力(記号選択） 29.9  0.6

⑶  おもりについての３力のつり合い 36.4  5.3

⑷  力の分解(作図） 66.7  5.6

⑸ ①②  分力の変化(記号選択） 58.9  0.4

⑹  おもりと金属球についての力のつり合い 16.7 17.0

⑴ ①②  地質年代と示準化石(記号選択） 23.6  0.3

３
⑵ ①②③  地層のでき方(記号選択） 47.0  0.4

⑶  火山灰観察実験における操作(記述） 35.9 10.3

⑷ a b  造岩鉱物の特徴(記号選択） 44.3  0.7

⑸  火山ガスの組成 30.3  6.7

⑹  火山灰の特徴と噴火の様子(記述） 38.1  6.0

⑴  水上置換の方法(記述） 56.1  6.4

４
⑵ ①②  二酸化炭素の化学式と性質(②は記号選択） 82.4  0.4

⑶  下方置換できる気体の性質(記述） 66.2  7.3

⑷ ①  化学変化と質量の保存 15.5 10.6

②  化学変化における質量変化の規則性 11.7 19.6
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［ねらい］ 

身近な自然の事物・事象を題材として取り上げ，中学校で学習する基礎的・基本的な事項についての理解を問

うとともに，観察・実験に基づく科学的な思考力・表現力を問いました。 

  

［概 評］  

基礎的・基本的な事項に関する問題についてはおおむね高い得点率になっています。一方，思考力・表現力を

要する問題では得点率が低くなっています。観察・実験を通して，基礎的・基本的な知識や技能を習得するとと

もに，科学的な見方や考え方を身に付けること，複数の資料やデータを関連付け，活用する力を身に付けること

が大切です。 

 

［解答状況の分析等］ 

〔１について〕 

「カタクチイワシの煮干し」の観察を題材にして，動物のからだのつくりとはたらき，生物の変遷について問

う問題です。⑴②は細胞が集まって組織を作り， 組織が集まって器官を形成することを問う問題で， 得点率は

29.0％と低く，無答率は 12.1％と高くなっています。「臓器(内臓)」としている誤答が全体の8.0％ありました。

⑷はセキツイ動物の進化にともなう器官の変化についての問題で，得点率は60.7％であり，無答率が 14.9％と高

くなっています。 

動物のからだが必要な物質をとりこみ運搬している仕組みや，不要となった物質を排出している仕組みを理解

することが大切です。また，生物のからだのつくりとはたらきについて，現在の生物と過去の生物を関連付けて

理解することが大切です。 

 

〔２について〕 

おもりと金属球を用いた実験を題材にして，力のはたらき方や力のつり合いについて問う問題です。⑵②③は

おもりにはたらく重力とつり合う力を問う問題で，得点率は 29.9％と低くなっています。③で「ウ」以外を選ん

でいる誤答が全体の59.8％ありました。⑹はおもりが電子てんびんから離れる瞬間における，おもりと金属球の

それぞれについての力のつり合いを問う問題で，得点率は16.7％と低く，無答率は 17.0％と高くなっています。 

力がつり合う条件を正しく理解するとともに，物体にはたらく力を正しくみつけることが大切です。また，力

の合成や分解の実験を通して，合力や分力の規則性を理解することが大切です。 

 

〔３について〕 

火山灰の観察を題材にして，大地の変化や火山の噴火，火山噴出物について問う問題です。⑴①②は地質年代

と示準化石について問う問題で，得点率は 23.6％と低くなっています。①で「ウ」以外を選んでいる誤答が全体

の 64.8％ありました。⑸は火山ガスの組成を問う問題で，得点率は 30.3％と低くなっています。 

地質年代と代表的な示準化石を関連付けて理解することや，地層のでき方を考察し，その規則性に基づいて過

去の環境を推定する力を身に付けることが大切です。また，火山の形や活動の様子，火山噴出物の特徴を，地下

のマグマの性質と関連付けてとらえることが大切です。 

 

〔４について〕 

石灰石と塩酸から二酸化炭素を発生させる実験を題材にして，気体の性質と気体を発生させる方法や捕集法，

化学反応の規則性について問う問題です。⑵は二酸化炭素の化学式と性質について問う問題で，得点率は 82.4％

とすべての問題の中で最も高くなっています。⑷①②は表やグラフの活用を通して，化学反応の規則性について

問う問題です。得点率は①15.5％，②11.7％と低くなっています。また，無答率は①10.6％，②19.6％と高くな

っています。 

実験を通して，気体の種類による特性を理解することや，実験器具の操作や記録の仕方などの技能を身に付け

ることが大切です。また，物質の化学変化について，化学式や化学反応式を用いて理解を深めることや，化学変

化における質量の保存，質量変化の規則性を理解することが大切です。 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ねらい］ 

中学校で学習する基礎的・基本的な内容について，文章の内容を把握する力や自分の考えを英語で表現する力を 

みる問題を多く取り入れ，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う

観点から，言語活動における各領域の技能を総合的に問いました。 

 

［概 評］ 

基本的な語彙や文法に関する問題の得点率は比較的高くなっています。一方，英文の内容を文脈に沿って把握し

て記号で答える問題や日本語で記述する問題においては得点率の低いものがみられます。また，英語で記述する問

題において，得点率が低く無答率が高いものがみられます。リスニングについては，筆答問題と比べるとおおむね

高い得点率を示しています。 

 英語を学習する際に大切なことは，基本的な文法を理解した上で，基本的な語彙や表現を繰り返し書いたり暗唱 

したりすることによって学習内容を定着させることです。さらに，学習した内容を実際のコミュニケーション活動

において使うことができるようにするために，「聞く」「話す」「読む」「書く」の４領域をバランスよく学習し，場

面や状況に合った適切な表現を身に付けることが重要です。 

 

 英　　語

内　　容
無答率
（％）

① 97.4  1.0

② 87.6  1.0

③ 63.6  1.0

④ 81.2  1.0

⑤ 92.4  1.0

⑴  内容把握（記号選択） 47.1  1.0

１
⑵  表現（英語記述） 61.8  7.6

［Ⅱ］
⑶  表現（英語記述） 50.0  3.1

⑷  内容把握（日本語記述） 16.2 16.9

⑸ ①  英問英答（英語記述） 55.5 13.1

②  英問英答（英語記述） 32.6 25.7

⑹  内容把握（記号選択） 40.0  1.9

⑴  表現（英語記述） 69.1  0.7

３
⑵  内容把握（日本語記述） 81.7  1.8

⑶  英作文（英語記述） 41.6 11.1

⑷  内容把握（日本語記述） 62.9  6.4

⑸  内容把握（記号選択） 62.5  1.1

⑹  内容把握（記号選択） 82.3  1.1
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［解答状況の分析等］ 

〔Ａ選択問題１について〕 

[Ⅰ]の文法・語彙の選択問題の得点率は，おおむね 80％以上と高くなっていますが，③の得点率は 63.6％であり，

‘any’としている誤答が全体の 22.9％ありました。[Ⅱ] ⑴の得点率は 47.1％であり，「エ」としている誤答が全

体の 24.0％ありました。分詞の形容詞的用法を正しく理解することが大切です。⑷の内容把握に関する問題の得点

率は 16.2％であり，無答率は 16.9％です。Ａ選択問題の中で得点率が最も低くなっています。 

英問英答の問題である⑸①の得点率は 55.5％であり，主語を‘she’‘he’としている誤答を合わせると全体の

32.4％ありました。英文の主語を正確に把握することが必要です。②の得点率は 32.6％であり，無答率は 25.7％で

全体   　評定段階別

Ａ ⑴  表現（記号選択） 78.3  0.4

２ ⑵  表現（英語記述） 84.4  4.3

⑶  表現（英語記述） 34.1 15.3

Ｂ ⑷ ⒜  内容把握（記号選択） 45.0  0.9

１ ⒝  内容把握（記号選択） 45.7  1.1

⑸  内容把握（日本語記述） 62.9  9.9

⑹  英作文（英語記述） 43.1 16.1

⑺ ⅰ  内容把握（英語記述） 68.0  5.9

ⅱ  内容把握（英語記述） 22.1  9.4

ⅲ  内容把握（英語記述） 51.6  6.7

英作文 Ａ３ Ｂ２  英作文（英語記述） 40.6  7.0

１  内容把握（記号選択） 58.0  0.0

２  内容把握（記号選択） 89.7  0.0

３  内容把握（記号選択） 72.4  0.1

４  内容把握（記号選択） 92.4  0.3

５ ⑴  内容把握（記号選択） 71.0  0.1

⑵  内容把握（記号選択） 64.0  0.1

６ ⑴  内容把握（記号選択） 49.9  0.1

⑵  内容把握（記号選択） 45.0  0.1

無答率
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す。Ａ選択問題の中で無答率が最も高くなっています。英語の質問の内容を的確に把握し，その内容について英語

で適切に応答できるよう，基本的な語彙・文法や表現を理解して定着させることが大切です。 

 

〔Ｂ選択問題３について〕 

英語記述問題である⑴については，‘shows’の後に名詞節が続く文の構造を理解し，英文を組み立てることが必

要です。⑶の英作文の問題の得点率は 41.6％であり，無答率は 11.1％です。Ｂ選択問題の中で無答率が最も高くな

っています。また，間接疑問文を正確に表現できていない解答が全体の 36.4％ありました。英語で表現する際には，

与えられた日本語をもとに適切な英語の文構造を考え，語順や修飾関係における英語と日本語との違いに留意し，

学習した文法・語彙を活用して正しく文を書くことが大切です。内容把握問題である⑸の得点率は 62.5％であり，

「ウ」としている誤答が全体の 19.3％ありました。まとまった内容の英文を読む際には，文章全体の大まかな流れ

をつかみながら読み取るとともに，文と文のつながりにも注意して因果関係などを理解し，必要な情報を的確に把

握することが必要です。 

 

〔共通問題（Ａ選択用問題２ Ｂ選択用問題１）について〕 

英文の空所に適切な語を補充する問題である⑶の得点率は 34.1％で，無答率は 15.3％です。基本的な語彙や文法

事項の理解及び定着をはかることが大切です。本文を要約した英文の空所に適切な単語を補充する問題である⑺の

得点率は，(ⅰ)が 68.0％，(ⅱ)が 22.1％，(ⅲ)が 51.6％です。(ⅱ)が共通問題の中で得点率が最も低くなってい

ます。文章全体の流れを把握し，その内容を別の表現を用いて言い換えるためには，学習した文法・語彙を活用し，

要点をとらえて的確に表現することが必要です。 

 

〔共通問題（Ａ選択用問題３ Ｂ選択用問題２）について〕 

「ニュースを読む際，新聞またはインターネットのどちらの方法を用いるかを選び，その理由を 30 語程度の英語

で書く」という問題です。得点率は 40.6％，無答率は 7.0％となっています。比較級を用いて新聞とインターネッ

トを比べる，理由を列挙する，具体例を示すなど，自分の意見が読み手に伝わるような表現を用いている解答があ

りました。一方で，動詞や接続詞などの用法に関する文法上の間違いや単語のつづりミスがみられる解答も多くあ

りました。自分の考えや気持ちなどを読み手に正しく伝えるためには，語と語のつながりなどに注意して正しく文

を書くことや，文と文のつながりなどに注意して全体として一貫性のある文章を書くことが大切です。 

 

〔リスニングについて〕 

比較的得点率が高い中で，先生の話を聞いて質問に対する答えを選択する問題である６の得点率は，⑴が

49.9％，⑵が 45.0％となっています。⑴では，「イ」としている誤答が全体の 25.6％ありました。‘Then they will 

visit Hiroshima, and they will go back to their country.’という情報を聞き取って，正答を「エ」であると判断す

る必要があります。⑵では，「ウ」としている誤答が全体の 19.3％ありました。‘It is interesting for you to talk with 

them because you can learn about their country.’という情報を聞き取って，正答を「イ」であると判断する必要

があります。 

英語を聞き取る際には，実際の場面を具体的に思い描き，話の流れを把握し，伝えられる情報や話し手の意向な

どを正しく理解することが大切です。 











後期リスニング スクリプト 

 
1  Kana：   My brother lives in Australia now, John. 

John：   Really?  When did he go there, Kana?  
 

2 Mary：   I will go to the zoo, Koji.  
Koji：   Take many pictures.  I want to see them, Mary. 

   Mary：   OK.  I’ll use this to take them.  I bought it yesterday.  
 
3  Tom：   Hi, Keiko.  When is your birthday? 

Keiko：   It’s June 4, Tom.   
    Tom：   Is it Thursday? 
   Keiko：   No.  It is Tuesday. 
 

4   Last summer I stayed at Kumi’s house.  She is my friend.  There were two tall trees near 
her house.  I could enjoy the beautiful songs of birds.  Kumi has a dog.  The dog’s house was 
at the door.  I enjoyed walking with her dog in the morning.  I saw the sea from her house and 
enjoyed swimming in the afternoon.  Next summer I will visit her again. 

 

5     Jim：   Hello, Mika.  Where did you go? 
Mika：  I went to the store, Jim. 
Jim：  What did you buy? 

Mika：  I wanted to buy a book and a new tennis racket.  But, I couldn’t find a good racket.  
So, I bought a book for me and some notebooks for my sister. 

Jim：  Oh, did you buy a book?  
Mika：  Yes.  I can learn how to write a letter in English by reading it.  I got a letter from my 

friend, Emily.  She lives in London now.  I was very happy to get it.  So, I will write 
a letter to her in English tomorrow.   

Jim：  Good!  I’ll help you.  
Mika：  Thank you. 
 

Question 1: What did Mika buy for her sister? 
Question 2: What is Mika going to do tomorrow? 
 

6   Hello, everyone.  Next month twelve students from Australia will come to our school.  They 
will stay in Japan for two weeks.  They’ll go to Tokyo and enjoy the big city in Japan.  Then 
they’ll visit Kyoto, and see the old buildings there.  After that, they’ll come to Osaka and visit 
our school.  They will study with us for three days.  You can talk about many things with 
them in English.  It is interesting for you to talk with them because you can learn about their 
country.  Then they will visit Hiroshima, and they will go back to their country. 

 

Question 1:  What city in Japan will the students from Australia visit after coming to Osaka? 
Question 2:  Why is it interesting for Mr. Brown’s students to talk with the students from Australia? 

Kana:
John:

Mary:
Koji:

Mary:

Tom:
Keiko:

Tom:
Keiko:

Jim:
Mika:

Jim:
Mika:

Jim:
Mika:

Jim:
Mika:
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